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一
、『
平
家
』
諸
本
の
根
井
幸
親

　

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
を
見
る
に
、
義
仲
討
伐
に
向
か
つ
た
梶
原
源
太
景
季
の

口
を
借
り
、

　
　

�

木
曾
殿
の
御
内
に
四
天
王
と
聞
ゆ
る
今
井
・
樋
口
・
楯
・
根
井
に
く
ん
で
死

ぬ
る
か
（
覚
一
本
巻
九
「
生
ず
き
の
沙
汰
」

（
１
））

と
、
木
曾
の
郎
等
四
人
が
挙
げ
ら
れ
、
巻
九
「
樋
口
被
斬
」
に
も
同
じ
四
人
が
挙

げ
ら
れ
る
。
前
二
者
で
乳
母
子
の
今
井
四
郎
兼
平
、
樋
口
次
郎
兼
光
に
つ
い
て
は

木
曾
の
最
期
に
殉
じ
る
明
暗
が
形
象
さ
れ
る
。
共
に
義
仲
を
幼
少
よ
り
育
て
た
中

三
権
頭
兼
遠
の
息
子
で
、
人
格
的
に
も
結
び
付
く
最
側
近
の
郎
等
と
し
て
物
語
は

描
く
が
、
後
の
二
者
、
根
井
幸
親
・
楯
親
忠
親
子
に
つ
い
て
は
、
木
曾
の
挙
兵
時
、

幸
親
が
廻
文
に
応
じ
、
従
つ
た
事
が
記
さ
れ
（
巻
六
「
廻
文
」）、
楯
親
忠
も
従
軍

し
た
事
が
記
さ
れ
る
が
（
巻
七
「
主
上
都
落
」・
巻
八
「
瀬
尾
最
期
」）、
木
曾
入

京
以
後
、
覚
一
本
で
は
人
物
像
・
動
向
が
作
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

　
『
愚
管
抄
』
第
五
「
後
鳥
羽
」
で
は
四
人
の
郎
等
が
一
致
せ
ず
、

　
　

山
田
、
樋
口
、
楯
、
根
ノ
井
ト
云
四
人
ノ
郎
従
有
ケ
リ

（
２
）

と
あ
る
が
、
此
処
で
も
根
井
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
、
木
曾
の
有
力
な
郎
等
と
当
時

認
識
さ
れ
て
を
り
、
ま
た
伝
聞
記
事
で
は
あ
る
も
の
の
、
寿
永
元
年
、
横
田
河
原

の
合
戦
で
、城
四
郎
を
破
つ
た
信
乃
源
氏
が
「
キ
ソ
党
」
と
共
に
「
サ
コ
党
」（
及

び
「
甲
斐
国
武
田
之
党
」）
よ
り
構
成
さ
れ
て
ゐ
た
と
あ
る
事

（
３
）

か
ら
も
、
滋
野
一

族
が
含
ま
れ
る
、
中
信
佐
久
郡
の
武
士
達
が
義
仲
を
支
へ
て
ゐ
た
事
が
分
か
る
。

　

覚
一
本
は
今
井
・
樋
口
以
外
、義
仲
配
下
の
主
要
な
武
将
で
あ
る
根
井
親
子
（
及

び
高
梨
）
に
つ
い
て
造
形
し
て
ゐ
な
い
訳
だ
が

（
４
）
、
諸
本
に
よ
り
根
井
・
楯
の
比
重

は
異
な
る
。
何
れ
も
義
仲
の
合
戦
の
交
名
に
頻
出
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
木

曾
挙
兵
の
段
階
で
、

兼
雅
起
請
文
ヲ
ハ
書
ナ
カ
ラ
、
年
来
ノ
養
育
空
ナ
ラ
ム
事
ヲ
歎
テ
、
己
カ
命
ノ
失

事
ヲ
ハ
顧
ス
、
木
曽
カ
世
取
ム
ス
ル
謀
ヲ
ノ
ミ
ソ
明
テ
モ
晩
テ
モ
思
ケ
ル
、
其
後
ハ

世
ノ
聞
ヘ
ヲ
怖
テ
、
当
国
ノ
大
名
、
根
井
小
「
矢
」
太
滋
野
幸
親
ト
云
物
ニ
義
仲

ヲ
授
ク
、
幸
親
是
ヲ
請
取
テ
、
モ
テ
ナ
シ
カ
ツ
キ
ケ
ル
ホ
ト
ニ
、
国
中
ニ
奉
テ
、

木
曽
御
曹
司
ト
ソ
云
ケ
ル
、
父
多
胡
先
生
義
賢
カ
奴
テ
、
上
野
国
勇
士
、
足

利
カ
一
族
以
下
、
皆
木
曽
ニ
従
付
ニ
ケ
リ
（
延
慶
本
三
本
「
木
曽
義
仲
成
長
ス

ル
事
」
（
５
））

と
、
兼
遠
に
託
さ
れ
て
義
仲
を
擁
立
し
た
人
物
と
あ
る
。
こ
れ
は
覚
一
本
に
よ
れ

ば
、
義
仲
の
挙
兵
の
際
、
相
談
を
受
け
た
木
曾
中
三
兼
遠
は
、

兼
遠
、
ま
づ
め
ぐ
ら
し
文
候
べ
し
と
て
、
信
濃
国
に
は
、
ね
の
井
の
小
弥
太
、

海
野
の
行
親
を
か
た
ら
う
に
、
そ
む
く
事
な
し
（
巻
六
「
廻
文
」）

と
あ
り
、
木
曾
挙
兵
に
与
力
し
た
信
濃
の
有
力
武
士
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
今
井
ハ

乳
母
子
也
、
根
井
・
小
室
ハ

今
参
也
」（
延

　
根
井
幸
親
覚
書
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慶
本
三
末
「
兵
衛
佐
与
木
曽
不
和
ニ

成
事
」）
と
し
て
も
、
延
慶
本
他
で
は
特
に

幸
親
の
占
め
る
比
重
が
高
い
事
は
、
先
学
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る

（
６
）
。

　
　

二
、
海
野
幸
親
誕
生
の
前
提

　

覚
一
本
・
屋
代
本
で
は
、
根
井
と
別
に
、
同
諱
の
海
野
行
親
も
木
曾
に
従
つ
た

信
濃
武
士
と
し
て
見
え
、
系
図
に
も
同
人
が
見
え
る
訳
で
、
水
嶋
の
合
戦
で
戦
死

し
た
海
野
幸
広
（
巻
八
「
水
嶋
合
戦
」）
の
父
と
さ
れ
る
が
（
７
）

、
先
学
が
既
に
指
摘

す
る
通
り

（
８
）
、
問
題
の
根
井
幸
親
か
ら
誤
つ
て
析
出
さ
れ
た
人
名
と
し
て
良
い
。
真

名
本
『
曾
我
物
語
』
に
活
躍
す
る
海
野
幸
氏
は
実
在
が
確
認
さ
れ
る
が
（
後
掲
）、

古
記
録
に
「
海
野
行
親
」
が
確
認
出
来
ず
、
一
族
間
で
同
諱
で
あ
る
事
も
不
自
然

で
あ
る
。
こ
れ
は
延
慶
本
他
に
併
記
さ
れ
た
本
姓
の
「
滋
野
」
を
海
野
と
解
し
た

も
の
で
、
前
掲
の
系
図
は
『
平
家
』
の
影
響
を
受
け
る
と
考
へ
ら
れ
る
。『
源
平

盛
衰
記
』
で
は
、

当
国
ノ
住
人
ニ
根
井
滋
野
行
親
ト
云
者
ヲ
招
寄
テ
云
ケ
ル
ハ
、（
中
略
）行
親
、

木
曽
ヲ
請
取
テ
、
異
計
ヲ
当
国
隣
国
ニ
回
シ
、
軍
兵
ヲ
木
曽
ノ
山
下
ニ
集
ケ

リ
（
巻
二
十
六
「
兼
遠
起
請
」

（
９
））

と
仮
名
は
無
く
、
本
姓
を
併
記
す
る
。
こ
れ
は
端
的
に
不
審
し
て
、
仮
名
を
省
い

た
可
能
性
が
あ
る
が
、
軍
記
に
於
い
て
、
名
字
・
仮
名
と
共
に
姓
が
並
列
さ
れ
る

例
を
、
少
な
か
ら
ず
指
摘
出
来
る
。

　

即
ち
延
慶
本
三
本
「
秀
衡
資
長
等
ニ
可
追
討
源
氏
一
由
事
」
に
、

　
　

越
後
城
太
郎
平
資
長
ト
云
者
ア
リ（
（1
（

が
あ
り
、
四
部
本
で
は
、

　
　

豊
嶋
郡
住
人
豊
嶋
冠
者
源
到ム

ネ

義
下
関
東
ヘ
之
由
聞
ユ
（
巻
五
「
都
帰
」（
（1
（

）

や
、「
伊
与ヨ

国
住
人
河
野
介
越ツ

智
通
清
」（
巻
五
「
希
義
通
清
被
誅
」（
（1
（

）、
ま
た
「
安

田
三
郎
源
義
貞
」（
巻
六
「
洲
俣
合
戦
」）
が
あ
る
。『
平
家
』
以
外
で
も
、

　
　

信
濃
国
ノ
住
人
仁
科
二
郎
平
盛
遠
ト
云
フ
男
ア
リ
（
古
活
字
本
『
承
久
記
』（

（1
（

）

と
あ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
か
ら
す
る
と
海
野
が
正
し
く
、
滋
野
は
そ
の
衍
で
あ
る

と
す
る
必
要
は
無
い
だ
ら
う
。

　

但
し
延
慶
本
で
は
今
一
例
幸
親
・
兼
平
に
同
じ
掲
出
法
が
見
ら
れ
る
。
義
仲
と

共
に
梟
首
さ
れ
た
武
士
を
挙
げ
る
所
で
、

廿
六
日
、
伊
与
守
義
仲
カ
首
ヲ
被
渡
一
、
法
皇
御
車
ヲ
六
条
東
洞
院
ニ
タ
テ
ヽ

被
御
覧
一
、九
郎
義
経
、
六
条
川
原
ニ
テ
検
非
違
使
ノ
手
へ
渡
ス
、
是
ヲ
請
取
テ
、

東
洞
院
ノ
大
路
ヲ
渡
テ
、
左
ノ
獄
門
ノ
ア
フ
チ
ノ
木
ニ
カ
ク
、
首
四
ア
リ
、
伊
与

守
義
仲
、
郎
等
ニ
ハ
、
ａ
「
信
乃
国
住
人
」
高
梨
六
郎
忠
直
、
根
井
ｂ
「
滋
野
」

幸
親
、
今
井
四
郎
ｃ
「
中
原
」
兼
平
也
、
ｄ
「
」
樋
口
兼
光
ハ
降
人
ナ
リ
シ
ヲ
、

渡
シ
テ
被
禁
獄
一
（
五
本
「
義
仲
等
頸
渡
事
」（
（1
（

）

と
あ
り
、
高
梨
に
は
無
く
、
幸
親
と
兼
平
に
姓
が
付
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
『
師
守
記
』
貞
治
二
年
六
月
記
紙
背
の
「
被
渡
賊
首
儀
事
」
が
引
く
勘

文
の
中
に
、

寿
永
三
年
正
月
廿
六
日
、
今
日
被
渡
義
仲
等
首
［　
　
　

］
納
言
藤
原
頼
実

卿
着
左
仗
座
、
召
蔵
人
頭
左
［　
　
　

］
藤
原
光
雅
朝
臣
、
仰
義
仲
等
首
可

請
取
之
由
、
光
□

（
雅
）
［　
　

］
於
床
子
座
仰
大
夫
史
小
槻
隆
職
、
〻
〻
於
脇
陣

仰
［　
　
　

］
尉
源
仲
頼
、
左
衛
門
少
尉
仲
頼
・
中
原
章
長
・
少
［　
　
　

］

原
清
重
以
下
向
六
条
河
原
、
請
取
伊
与
守
義
仲
［　
　
　

］
衛
尉
源
忠
直
・

根
井
滋
野
行
近
・
今
居
中
原
宣
衡
［　
　

］
渡
之
（
史
料
纂
集
）

が
あ
る（

（1
（

。『
師
守
記
』と
現
存『
平
家
』諸
本
の
本
文
・
記
事
内
容
に
は
相
違
が
あ
り
、

ま
た
物
語
と
異
な
り
、
高
梨
忠
直
の
官
が
正
し
い
事
を
見
る
に
、『
師
守
記
』
が
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『
平
家
』
を
取
り
入
れ
た
と
見
る
必
要
は
無
い（
（1
（

。『
平
家
』
は
こ
の
頸
渡
の
箇
所
で
、

姓
を
記
す
、
未
見
の
交
名
史
料
（
後
掲
の
『
葉
黄
記
』
流
鏑
馬
史
料
参
照
）
を
取

り
込
ん
だ
も
の
で
、延
慶
本
が
古
態
を
残
す
と
考
へ
ら
れ
る
。
長
門
本
・『
盛
衰
記
』

は
そ
れ
を
省
略
し
、
四
部
本
の
首
渡
は
前
掲
延
慶
本
に
近
い
が
、

伊
与
守
源
義
仲
・
信
濃
国
住
人
高
梨
忠
直
・
根
井
幸
親
・
今
井
四
郎
仲
原
兼

光
（
巻
九
「
義
仲
首
渡
」）

と
、
今
井
に
「
仲
原
」
が
あ
る
の
は
、
そ
の
過
程
で
痕
跡
が
残
る
と
推
測
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
三
、
根
井
幸
親
の
最
期

　

義
仲
梟
首
記
事
に
於
い
て
も
覚
一
本
は
、
単
に
、

　
　

�

同
廿
四
日
、
木
曾
左
馬
頭
、
幷
に
余
党
五
人
が
頸
、
大
路
を
わ
た
さ
る
（
巻

九
「
樋
口
被
討
罰
」）

と
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
根
井
幸
親
が
こ
の
時
、
今
井
・
樋
口
同
様
、
義
仲
に

殉
じ
た
事
自
体
が
物
語
よ
り
消
え
た
事
に
な
る
が（

（1
（

、
他
本
で
は
、
最
期
の
合
戦
に

も
従
軍
し
て
ゐ
る
事
が
明
記
さ
れ
、
諸
本
間
で
相
違
が
あ
る
。『
盛
衰
記
』
で
は
、

去
程
ニ
木
曽
義
仲
ハ
、
折
節
、
勢
コ
ソ
ナ
カ
リ
ケ
レ
、
樋
口
次
郎
兼
光
ハ
、

十
郎
蔵
人
行
家
ヲ
攻
ン
ト
テ
、河
内
国
ヘ
越
ヌ
、今
井
四
郎
兼
平
、ｘ
「
方
等
」

三
郎
先
生
義
弘
、
五
百
余
騎
ニ
テ
勢
多
ノ
手
ニ
指
遣
ス
、
根
井
ｙ

「
大
弥
大
」

行
親
、
楯
六
郎
親
忠
、
進
六
郎
親
直
、
仁
科
、
高
梨
、
三
百
余
騎
ニ
テ
、
宇

治
ノ
手
ニ
指
遣
ス
、
木
曾
ハ
力
者
二
十
人
汰
テ
、
関
東
ノ
兵
強
ヲ
ハ
、
院
ヲ

取
進
テ
、
西
国
ヘ
御
幸
成
進
セ
ン
ト
支
度
シ
テ
、
上
野
国
住
人
那
波
大
郎
弘

澄
ヲ
相
具
シ
テ
、院
御
所
ヲ
奉
守
護
、其
勢
僅
ニ
百
騎
計
ニ
ハ
不
過
ケ
リ
（
巻

三
十
五
「
義
経
範
頼
京
入
」（

（1
（

）

と
、
幸
親
・
親
忠
が
宇
治
に
向
か
つ
た
と
あ
り
、

行
親
・
親
忠
等
宇
治
橋
ヲ
引
テ
、防
戦
ト
イ
へ
共
、義
経
河
ヲ
渡
シ
テ
合
戦
ス
、

行
親
等
カ
軍
、
忽
ニ
敗
テ
四
方
ニ
馳
散
由
、
使
ヲ
木
曽
カ
許
ヘ
立
タ
レ
ハ

と
、
敗
軍
を
報
じ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
六
条
河
原
で
、

　
　

根
井
行
親
・
楯
六
郎
親
忠
等
二
百
余
騎
ニ
テ
木
曽
ニ
行
逢

と
あ
り
、
関
東
軍
と
の
合
戦
で
、
親
忠
、
幸
親
及
び
高
梨
六
郎
忠
直
が
討
た
れ
た

と
す
る
。『
闘
諍
録
』
で
は
、

根
井
ノ
小
矢ヤ

太
親
行
・
其
子
楯
ノ
六
郎
親
忠
・
方
等
三
郎
先
生
義
弘
、
此
等

三
人
ヲ
為
二
大
将
軍
一
ト
、
五
百
余
騎
ニ
テ
固
二
メ
ニ
宇
治
一
ヲ
指
二
遣
レ
ス
之
（
八
上

「
為
木
曽
追
討
義
経
範
頼
被
向
瀬
田
宇
治
事
」）

と
し
、
同
様
宇
治
に
向
か
ひ
（
後
に
は
根
井
小
矢
太
一
人
が
宇
治
の
手
の
大
将
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
）、

木
曽
郎
等
吾
モ
々
ト
雖
二
禦
闘
一
、
無
勢
ハ
不
叶
一
而シ
テ

、
方
等
ノ
三
郎
先
生
被
レ
討
、

根
井
小
矢
太
負
レ

手
、
仁
科
・
高
梨
・
楯
ノ
六
郎
近
忠
落
ニ
ケ
リ
矣
（
同
「
木

曽
於
瀬
田
被
討
事
」）

と
根
井
幸
親
が
負
傷
し
た
事
、
楯
親
忠
が
宇
治
の
手
を
落
ち
た
事
が
記
さ
れ
る
。

　
『
闘
諍
録
』
に
は
梟
首
記
事
が
無
く
、
根
井
の
死
亡
が
確
認
出
来
な
い
が
、
問

題
の
一
は
、
楯
親
忠
が
こ
の
後
、
義
仲
に
合
流
し
、
粟
津
で
戦
死
す
る
事
で
、
こ

れ
は
そ
の
間
の
経
緯
の
説
明
が
無
い
と
解
す
る
事
に
な
ら
う
が
、更
に
こ
の
後
に
、

樋
口
ノ
次
郎
兼
光
・
楯
六
ノ
郎
親
忠
為
レ
ニ
討
二
カ
十
郎
蔵
人
一

下
ク
タ
リ

二
ケ
ル
カ
河
内

国
一
ヘ
（
同
「
木
曽
於
瀬
田
被
討
事
」）

と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
前
後
撞
着
す
る
。

　
『
盛
衰
記
』・『
闘
諍
録
』
で
は
宇
治
に
根
井
幸
親
・
楯
親
忠
を
置
き
、
前
者
で
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は
洛
中
の
合
戦
で
、
二
人
を
戦
死
さ
せ
る
が
、
延
慶
本
で
は
、
洛
中
戦
死
は
『
盛

衰
記
』
に
同
じ
で
あ
る
が
、
宇
治
派
遣
に
つ
い
て
言
及
が
無
い
。
即
ち
、

木
曽
カ
方
ニ
ハ
折
節
都
ニ
勢
ソ
ナ
カ
リ
ケ
ル
、
乳
母
子
樋
口
次
郎
兼
光
、
五
百

余
騎
ニ
テ
十
郎
蔵
人
行
家
ヲ
責
ム
ト
テ
、
河
内
国
石
河
ト
云
所
ヘ
差
遣
ス
、
今
井
四

郎
兼
平
、
五
百
余
騎
ノ
勢
ヲ
相
具
テ
、
勢
多
ノ
固
ニ
差
遣
ス
、
方
等
三
郎
先
生
義

広
、
仁
科
、
高
梨
、 

小
（
マ
マ
）

田
次
郎
等
、
三
百
余
騎
ニ
テ
宇
治
ヲ
固
ニ
向
ケ
リ
、
京

ニ
ハ
力
者
廿
余
人
ヲ
支
度
シ
テ
、
若
ノ
事
有
ハ
、
院
ヲ
奉
取
テ
西
国
ヘ
御
幸
ナ
シ
奉
ム

ト
用
意
シ
テ
、
上
野
国
住
人
那
波
太
郎
弘
澄
ヲ
始
ト
シ
テ
、
義
仲
カ
勢
百
騎
ニ
ハ
過

リ
ケ
リ
（
五
本
「
兵
衛
佐
ノ
軍
兵
等
付
宇
治
勢
田
事
」、
長
門
本
同
）

と
、
最
初
の
布
陣
に
は
そ
の
名
が
記
さ
れ
ず
、
宇
治
勢
田
よ
り
関
東
軍
乱
入
の
報

を
聞
い
て
、
院
御
所
を
出
た
義
仲
が
、

東
ヲ
差
テ
馳
行
テ
、
河
原
ニ
出
ツ
、
六
条
河
原
ニ
シ
テ
、
根
井
行
親
・
楯
六
郎
親
忠
、

二
百
余
騎
ニ
テ
義
仲
ニ
行
逢
ヌ
（
同
前
）

と
、
義
仲
と
遭
遇
し
た
と
あ
り
、
前
掲
の
『
盛
衰
記
』
と
同
じ
本
文
が
見
ら
れ
る
。

　

延
慶
本
は
宇
治
布
陣
の
交
名
、
宇
治
川
で
の
合
戦
か
ら
根
井
・
楯
を
除
い
た
も

の
で
、『
盛
衰
記
』
が
古
い
だ
ら
う
か
。
長
門
本
・
四
部
本
は
覚
一
本
同
様
、
根
井
・

楯
の
こ
の
時
の
動
向
を
記
し
て
ゐ
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
根
井
・
楯
を
除
い
た
も
の

で
あ
ら
う
か
。
或
は
そ
の
逆
で
両
人
は
後
に
増
補
さ
れ
た
の
か
、
判
断
す
る
手
掛

り
は
な
い
も
の
だ
ら
う
か
。

　
　

四
、『
皇
代
暦
』
の
宇
治
勢
田
合
戦
と
『
平
家
物
語
』

　
『
平
家
』
諸
本
の
前
後
の
判
断
の
手
掛
り
に
な
る
の
は
中
世
年
代
記
の
『
皇
代

暦
』（

（2
（

で
あ
る
。

寿
永
三
年
正
月
廾
日
巳
刻
、
九
郎
〔
頼
朝
舎
弟
／
云
々
〕
於
宇
治
合
戦
、
方

等
三
郎
先
生
〔
義
広
為
義
子
／
也
〕
無
程
義
広
被
打
落
畢
、
即
九
郎
先
陣
懸

入
京
中
、
於
六
条
川
原
、
始
義
仲
聞
之
、
郎
等
楯
行
綱
雖
向
戦
、
無
程
被
打

落
了
、
義
仲
向
大
津
手
字
今
井
方
、
雖
落
加
今
井
、
九
郎
手
猶
自
京
追
責
終

義
仲
并
今
井
打
取
斬
首
了
、（
中
略
）
義
仲
為
宗
郎
等
根
井
行
親
等
於
京
被

打
了
、（
中
略
）
信
乃
高
梨
又
於
清
水
被
捕
被
切
首
、
同
廾
六
日
九
郎
沙
汰
、

義
仲
并
高
梨
根
井
今
井
頸
四
渡
京
中
、
樋
口
生
身
渡
之
、
凡
義
仲
日
来
無
支

度
、
毎
事
越
度
、
且
相
待
平
氏
之
間
、
如
此
被
打
了
、
其
勢
無
幾
、
勝
劣
可

然
事
云
々
（
後
鳥
羽
紀
、〔 

〕
は
割
注
、
／
は
そ
の
改
行
箇
所
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
端
的
に
『
平
家
』
と
の
関
係
を
窺
は
せ
る
の
が
、
宇
治
の

手
の
方
等
三
郎
先
生
義
広
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
南
都
本
が
、
対
応
の
古
態
巻
の

本
文
を
欠
く
の
だ
が
、
前
掲
の
延
慶
本
・
長
門
本
・『
盛
衰
記
』・『
闘
諍
録
』
に

同
名
が
見
え
る
。
こ
の
時
、宇
治
の
手
の
大
将
軍
は
確
か
に
「
義
広
〔
三
郎
先
生
〕

為
大
将
軍
云
々
」（

（2
（

で
、
頼
朝
の
叔
父
の
志
太
三
郎
先
生
義
憲
の
改
名
で
あ
る（
（2
（

。
同

人
は
寿
永
二
年
十
二
月
二
十
一
日
、
美
濃
守
に
補
任
さ
れ
た
も
の
で
、（

（2
（

正
し
い
呼

称
は
「
大
将
軍
美
乃
守
義
広
」（

（2
（

で
あ
る
が
、
任
官
の
日
が
浅
い
た
め
、『
玉
葉
』

と
同
じ
く
旧
称
で
記
し
た
と
解
す
る
が
、『
皇
代
暦
』
と
一
部
『
平
家
』
が
、
由

来
不
明
の
「
方
等
」
迄
、
共
有
し
て
ゐ
る
事
は
、
端
的
に
両
文
献
に
関
係
の
有
る

事
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。

　

但
し
「
方
等
」
を
持
た
な
い
近
似
本
文
を
持
つ
の
が
、
同
じ
年
代
記
の
『
一
代

要
記
』
で
、

正
月
廾
日
巳
尅
、
九
郎
義
経
於
宇
治
、
与
三
郎
先
生
義為
義
子広

合
戦
、
義
広
无
程

被
打
畢
、
即
義
経
入
京
至
六
条
河
原
、
義
仲
聞
之
、
郎
等
楯
行
綱
雖
向
戦
、

敢
不
敵
、
義
仲
向
大
津
手
字
今
井
相
加
、
義
経
手
猶
自
京
追
責
、
終
義
仲
并
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今
井
打
取
斬
了
、
義
仲
為
宗
郎
等
根
井
行
親
等
於
京
被
打
了
（
東
山
御
文
庫

本
の
紙
焼
写
真
）

と
あ
り
、『
一
代
要
記
』
の
方
が
簡
略
で
あ
る
が
、
両
者
が
非
常
に
近
い
本
文
を

有
す
る
事
が
分
か
る
。
此
処
で
『
一
代
要
記
』
が
先
出
で
、『
皇
代
暦
』
の
「
方
等
」

が
増
補
で
あ
る
と
す
る
と
、『
皇
代
暦
』
の
『
平
家
』
利
用
の
可
能
性
が
生
じ
る

だ
ら
う
。
し
か
し
『
一
代
要
記
』
の
「
九
郎
義
経
」
を
、『
皇
代
暦
』
が
「
九
郎

〔
頼
朝
舎
弟
／
云
々
〕」
と
し
て
実
名
を
記
さ
ず
、
頼
朝
弟
に
断
定
し
な
い
表
現
の

「
云
々
」
を
付
け
て
改
変
す
る
事
、
更
に
初
め
よ
り
そ
れ
が
明
記
さ
れ
る
『
平
家
』

を
受
け
た
と
す
る
と
、
改
変
の
動
機
が
不
明
で
、
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
に

『
玉
葉
』
が
、
こ
の
時
、

頼
朝
弟
九
郎
〔
不
知
実
名
〕
為
大
将
軍
、
率
数
万
之
軍
兵
企
上
洛
之
由
、
所

承
及
也
（
寿
永
二
年
閏
十
月
十
七
日
条
）

と
し
、
ま
た
、

其
替
出
立
九
郎
御
曹
司
〔
誰
人
哉
、
可
□

（
尋
イ
）
聞
〕
已
令
上
洛
云
々
（
同
前

十
一
月
二
日
条
）

と
す
る
様
に
、
実
名
の
「
義
経
」
が
都
人
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
た
め
、
仮
名
の

み
を
記
し
た
も
の
で
、『
皇
代
暦
』
は
当
時
の
風
聞
を
記
載
し
た
侭
の
本
文
を
留

め
て
を
り
、『
一
代
要
記
』
が
こ
れ
を
改
め
た
と
見
て
良
く
、
同
様
『
皇
代
暦
』

に
近
い
本
文
を
持
つ
『
皇
帝
紀
抄
』
の
、

正
月
廿
日
、
九
郎
源
義
経
、
蒲
冠
者
範
頼
〔
各
頼
朝
舎
弟
也
〕
為
誅
義
仲
入

洛
、
先
於
宇
治
合
戦
、
美
濃
守
義
広
無
程
引
了
、
即
入
洛
、
義
仲
出
向
六
条

河
原
合
戦
、
於
大
津
辺
、
遂
被
斬
首
了
、
廿
六
日
義
仲
等
首
、
義
経
渡
大
路

（
群
書
類
従
）

と
あ
る
記
事
も
（『
一
代
要
記
』
に
無
い
記
事
が
あ
る
か
ら
）、
別
に
『
皇
代
暦
』

の
本
文
を
整
理
し
た
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

　

故
に
『
皇
代
暦
』
と
『
平
家
』
を
比
較
可
能
と
見
る
が
、『
皇
代
暦
』
の
こ
の

時
の
合
戦
記
事
は
、
細
部
を
見
る
に
現
存
『
平
家
』
と
一
致
せ
ず
、
且
つ
史
実
に

合
致
す
る
所
が
あ
る
。勢
田
の
手
が
破
ら
れ
る
前
に
義
経
軍
が
電
撃
的
に
入
京
し
、

今
井
と
合
流
し
た
義
仲
を
挟
撃
し
た
事
、
高
梨
が
清
水
で
捕
縛
さ
れ
た
と
あ
る
記

事
は
、
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』
の
同
人
の
脇
書
に
一
致
し
た（

（2
（

。
ま
た
六
条
河
原

で
東
国
軍
を
最
初
に
迎
撃
し
た
と
さ
れ
る
「
楯
行
綱
」
は
『
平
家
』
で
は
法
住
寺

殿
合
戦
に
登
場
す
る
「
矢
島
四
郎
行
綱
」
と
考
へ
ら
れ
、『
源
平
盛
衰
記
』
で
は

こ
の
時
、「
根
井
次
郎
行
直
」
が
従
軍
し
た
と
す
る
が
、
現
存
『
平
家
』
に
は
爰

に
登
場
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

平
田
俊
春
氏
は
『
皇
代
暦
』
は
「
前
平
家
」
よ
り
、
引
用
す
る
と
す
る
が（

（2
（

、
先

に
論
じ
た
通
り
、
樋
口
二
郎
降
参
の
経
緯
は
現
存
『
平
家
』
と
異
な
つ
て
ゐ
る（

（2
（

。

そ
れ
で
も
「
前
平
家
」
本
来
の
記
事
で
あ
る
、
或
は
こ
の
記
事
に
関
し
て
は
「
前

平
家
」
に
依
拠
し
な
い
と
解
し
た
と
し
て
も
、
前
掲
し
た
義
経
を
不
明
確
な
侭
、

残
す
事
は
不
可
解
で
あ
る
。
こ
の
合
戦
記
事
で
は
「
方
等
三
郎
先
生
」
以
外
、
一

致
が
な
い
が
、筆
者
は
こ
れ
ま
で
『
皇
代
暦
』
と
『
平
家
』
諸
本
を
比
較
し
、『
平
家
』

に
先
行
し
、
且
つ
史
実
と
も
一
致
す
る
事
か
ら
、
典
拠
を
共
通
す
る
と
し（

（2
（

、
寿
永

二
年
七
月
の
義
仲
上
洛
記
事
で
も
同
様
で
あ
つ
た
が（

（2
（

、
此
処
で
も
同
様
に
解
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

延
慶
本
で
は
「
方
等
三
郎
先
生
義
広
」
が
見
え
る
の
は
此
処
だ
け
で
、
五

末
「
池
大
納
言
帰
洛
之
事
」
で
は
「
前
美
能
守
義
広
」
と
し
て
、
木
曾
同
意

に
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
他
は
「
志
田
三
郎
先
生
義
憲
」（
六
末
「
源
氏
六

人
ニ
勧
賞
行
事
」・「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々
被
解
官
事
」）
と
、
誤

解
が
あ
り
、
統
一
・
説
明
が
無
い
の
も
、
延
慶
本
・
長
門
本
・『
盛
衰
記
』
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が
複
数
史
料
を
未
整
理
の
ま
ま
取
り
込
ん
で
ゐ
る
と
解
さ
れ
る（
（3
（

。

　
　
五
、
軍
記
の
根
井
幸
親
の
成
長

　

従
つ
て
宇
治
の
手
の
大
将
と
し
て
方
等
三
郎
先
生
義
広
を
挙
げ
る
伝
本
が
古
態

で
、
そ
の
他
の
武
将
は
諸
本
が
個
別
に
加
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
根
井
幸
親
が
宇

治
の
手
に
当
初
見
え
な
い
の
も
問
題
の
典
拠
に
拠
る
も
の
で
、
同
様
の
延
慶
本
・

長
門
本
が
諸
本
中
、
古
態
を
留
め
る
と
し
て
良
い
。『
皇
代
暦
』
に
根
井
幸
親
が

洛
中
で
討
た
れ
た
と
あ
る
記
事
が
、『
平
家
』
の
同
人
の
六
条
河
原
で
の
戦
死
に

影
響
を
与
へ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
幸
親
親
子
は
在
京
し
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
根

井
親
子
が
義
仲
軍
の
布
陣
に
見
え
な
い
事
を
自
然
に
説
明
出
来
る
。

　

先
に
一
部
『
平
家
』
で
義
仲
を
擁
立
し
た
の
は
根
井
幸
親
で
あ
る
と
し
た
が
、

古
記
録
を
見
る
に
、
直
前
の
義
仲
と
平
家
と
の
和
平
交
渉
に
派
遣
さ
れ
る
と
見
え

る
の
が
、

　
　

第
一
之
郎
従
〔
字
楯タ

テ

云
々
〕（『
玉
葉
』
寿
永
三
年
正
月
十
二
日
条
）

で
、
楯
親
忠
が
該
当
す
る
と
思
は
れ
る
が
、
先
の
『
皇
代
暦
』
で
矢
島
四
郎
を
楯

と
し
、『
醍
醐
雑
事
記
』
で
も
、

兵
衛
佐
源
頼
朝
自
坂
東
入
打
手
於
京
中
、与
伊
予
守
義
仲
於
六
条
河
原
合
戦
、

無
程
義
仲
被
落
了
、　

於
大
津
之
大
江
刎
頸
了
、
凡
刎
頸
之
者
四
百
余
人
、

懸
之
、
同
廿
六
日
義
仲
之
頸
渡
之
、
有
御
覧
、
郎
等
三
人
之
頸
同
渡
之
、
字

楯
・
今
井
・
高
梨
子
云
々
（
同
二
十
日
条（

（3
（

）

と
「
楯
」
と
あ
る
か
ら
、
根
井
幸
親
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
派
遣
は
実
現
し
な

か
つ
た
と
思
は
れ
る
が
、「
義
仲
為
宗
郎
等
」（
前
掲
『
皇
代
暦
』）
の
根
井
行
親
は
、

義
仲
の
身
辺
を
離
れ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
皇
代
暦
』・『
醍
醐
雑
事
記
』、
更
に
は
『
玉
葉
』
の
、

義
仲
勢
元
不
幾
、
而
勢
多
・
田
原
分
二
手
、
其
上
為
討
行
家
又
分
勢
、
独
身

在
京
之
間
遭
此
殃
、
先
参
院
申
可
有
御
幸
之
由
、
已
欲
寄
御
輿
之
間
、
敵
軍

已
襲
来
、
仍
義
仲
奉
棄
院
、
周
章
対
戦
之
間
、
所
相
従
之
軍
僅
卅
卌
騎
、
依

不
及
敵
対
不
射
一
矢
落
了
（
同
正
月
二
十
日
条
）

を
見
る
に
、
洛
中
で
の
義
仲
の
戦
闘
は
、『
平
家
』
と
異
な
り
、
呆
気
な
く
、
或

は
家
来
に
戦
は
せ
て
自
身
は
直
ち
に
勢
田
に
逃
亡
し
た
と
考
へ
ら
れ
、
根
井
や
高

梨
も
残
党
掃
討
で
落
命
し
た
の
が
実
情
で
あ
ら
う
。

　

し
か
し
延
慶
本
（
長
門
本
）
で
、
根
井
親
子
に
、

義
仲
申
ケ
ル
ハ
、
合
戦
今
日
ヲ
限
ト
ス
、
身
ヲ
モ
顧
ミ
、
命
ヲ
惜
マ
ム
人

く
ハ
コ
ヽ

ニ
テ
落
ヘ
シ
、
戦
場
ニ
臨
テ
迯
走
テ
、
東
国
輩
ニ
被
欺
一
ム
事
、
生
前
ノ
耻
也
ト
申
セ

ハ
、
行
親
・
親
忠
等
ヲ
始
ト
シ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
人
生
テ
、
誰
ハ
死
ヲ
遁
ム
、
老
テ
死
ヌ

ル
ハ
、
兵
ハ
恨
也
、
就
中
、
其
恩
ヲ
食
テ
、
其
死
ヲ
不
去
一
ハ
、
又
兵
ノ
法
也
ト
云
テ
、

退
ク
者
ナ
シ
（
五
本
「
兵
衛
佐
ノ
軍
兵
等
付
宇
治
勢
田
事
」）

と
義
仲
に
応
じ
て
、
大
仰
乍
ら
武
士
の
気
概
を
吐
か
せ
る
所
は
、

木
曽
カ
方
ニ
今
井
・
樋
口
・
高
梨
・
根
井
ト
云
四
人
ノ
キ
リ
者
有
ケ
リ
、
其

中
ニ
根
井
ト
云
者
（
延
慶
本
四
「
木
曾
京
都
ニ
テ
頑
ナ
ル
振
舞
ス
ル
事
」）

と
あ
る
役
割
を
踏
ま
え
て
の
結
構
で
あ
ら
う
。
更
に
『
盛
衰
記
』
で
は
宇
治
川
合

戦
で
、「
根
井
大
弥
太
行
親
」は「
軍
掟
ス
ル
事
柄
ヲ
見
ニ
容
儀
人
ニ
勝
タ
リ
」と
し
、

腹
巻
に
大
鎧
を
重
ね
て
着
し
て
ゐ
る
と
す
る（

（3
（

。
更
に
退
却
し
な
が
ら
「
七
八
度
マ

テ
返
合
テ
戦
」
つ
た
所
、
迫
つ
て
来
た
東
国
武
士
二
人
を
両
脇
に
掻
挟
み
、
馬
ご

と
深
田
に
投
げ
飛
ば
す
。

東
国
ノ
兵
、
是
ヲ
見
テ
ｚ
「
舌
振
」
シ
テ
不
進
ケ
レ
ハ
、
大
弥
太
ハ
、
イ
カ

ニ
殿
原
、
続
給
ハ
ヌ
ソ
、
去
ハ
都
ニ
上
、
木
曽
殿
ト
一
所
ニ
テ
待
奉
ラ
ン
ト
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訇
懸
テ
、
木
旛
庄
へ
入
ト
ハ
見
エ
ケ
レ
共
、
自
害
ヤ
シ
ケ
ン
、
落
モ
ヤ
シ
ツ

ラ
ン
、
其
後
ハ
向
後
ヲ
不
知
ケ
リ
（
巻
三
十
五
「
畠
山
重
忠
渡
河
」（

（3
（

）

と
あ
る
、
傍
線
部
を
見
る
に
、
前
掲
の
宇
治
川
合
戦
敗
北
か
ら
六
条
河
原
の
最
期

に
至
る
経
緯
と
前
後
撞
着
が
あ
り
、
成
立
段
階
が
不
明
で
あ
る
が
、
壇
ノ
浦
合
戦

時
の
能
登
守
教
経
像
に
通
じ
る
、
豪
胆
怪
力
の
武
士
と
し
て
特
徴
的
な
造
形
が
成

さ
れ
て
ゐ
る
。
長
門
本
で
は
、
北
陸
合
戦
で
「
根
井
小
矢
太
」
が
伊
藤
九
郎
を
討

ち
取
る
と
あ
る
が
、
簡
略
（
十
四
「
伊
藤
九
郎
討
死
事
」）。
対
し
て
慶
長
古
活
字

本
『
保
元
物
語
』（
電
子
公
開
）
で
は
、
為
朝
を
前
に
、
大
将
源
義
朝
が
「
少
せ

め
あ
く
ん
て
そ
思
は
れ
け
る
」
と
し
た
後
に
、

其
時
、
信
濃
国
住
人
根
井
大
弥
太
、
藍
摺
の
直
垂
に
、
卯
花
綴
の
鎧
に
、
星

白
の
甲
を
き
、
駮
な
る
馬
に
乗
た
る
か
、
進
出
申
け
る
は
、
軍
に
人
の
う
た

る
ゝ
と
て
、
敵
に
息
を
つ
か
せ
ん
に
は
、
い
つ
か
勝
負
を
決
す
へ
き
、
其
上
、

我
ら
ハ

を
も
と
む
る
鷹
の
こ
と
し
、
凶
徒
ハ
鷹
に
お
そ
る
ゝ

に
あ
ら
す

や
、
い
さ
や
か
け
ん
殿
原
と
て
、
真
前
に
進
め
は
、
つ
ゝ
く
兵
、
誰
々
そ

と
し
て
、
信
濃
武
士
の
交
名
が
続
く
か
ら
、
大
弥
太
は
信
濃
武
士
の
第
一
人
者
で

あ
り
、門

の
内
へ
責
入
て
、
さ
ん

く
に
戦
け
れ
は
、
手
取
の
与
次
・
鬼
田
与
三
・

松
浦
小
次
郎
も
う
た
れ
に
け
り
、
す
へ
て
為
朝
の
た
の
ミ
思
は
れ
た
る
廿
八

騎
の
兵
、
廿
三
人
う
た
れ
て
、
大
略
手
を
そ
負
た
り
け
る
（
巻
中
「
白
河
殿

攻
め
落
す
事
」）

と
あ
り
、
為
朝
郎
従
の
若
干
を
討
ち
取
つ
た
と
す
る
。
屋
代
本
・
覚
一
本
は
捨
象

し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
『
平
家
』
諸
本
で
は
、
根
井
幸
親
の
最
期
に
つ
い
て
、

様
々
工
夫
し
て
居
り
、『
盛
衰
記
』・
古
活
字
本
『
保
元
』
を
見
る
に
、
軍
記
物
語

中
、
屈
指
の
勇
士
に
迄
、
成
長
し
た
と
云
へ
る
だ
ら
う
。

　
　
六
、
滋
野
氏
の
伝
承
と
の
関
連

　

古
活
字
本
『
保
元
』
の
形
象
成
立
の
一
因
は
、
木
曾
四
天
王
の
位
置
に
あ
る
と

思
は
れ
る
が
、『
保
元
』
諸
本
の
根
井
大
弥
太
勲
功
譚
と
の
関
係
、
そ
の
成
立
は

問
題
で
あ
る
。『
平
家
』
で
は
「
大
弥
太
」・「
小
弥
太
」・「
太
郎
」（

（3
（

と
、
幸
親
の

仮
名
が
区
々
で
、
屋
代
本
『
平
家
』
で
、

木
曽
イ
ト
ヽ
意ロ

武
フ
ナ
テ
、
祢ネ

ノ

井
太
郎
・
小
野
太
・
滋シ
ケ

野
行
近
ヲ
始
ト
シ
テ
国

中
ノ
兵
ヲ

語
カ
タ
ラフ
ニ
一
人
モ
背ソ
ム

ク
ハ
無
リ
ケ
リ
（
巻
六
「
木
曽
冠
者
義
仲
於
北
国

謀
叛
事
」（

（3
（

）

と
、
根
井
を
太
郎
と
小
弥
太
に
分
け
る
事
を
見
る
に
、
こ
の
混
乱
が
影
響
し
た
と

思
は
れ
る
が（

（3
（

、
文
保
本
『
保
元
』
を
挙
げ
れ
ば
、

信
濃
国
住
人
蒔
田
ノ
近
藤
武
者
・
桑
原
ノ
安
藤
二
・
安
藤
三
、
各
手
負
テ
引
退
ク
、

木
曽
中
太
・
弥
中
太
大
事
ノ
手
ヲ
ウ
テ
ノ
キ
ニ
ケ
リ
、
根
津
ノ
神
平
・
根
井

ノ
大
野
太
手
負
ニ
ケ
リ
（
巻
中（
（3
（

「
白
河
殿
攻
落
事
」）

と
あ
り
、
古
活
字
本
も
含
め
『
保
元
』
で
は
大
弥
太
で
、
且
つ
幸
親
の
実
名
が
掲

載
さ
れ
る
事
が
な
く
、『
保
元
』
が
『
平
家
』
を
参
照
し
て
ゐ
る
と
確
言
出
来
な
い
。

文
保
本
・
半
井
本
『
保
元
』
で
は
、
大
弥
太
の
負
傷
の
み
が
言
及
さ
れ
る
だ
け
だ

か
ら
、
古
活
字
本
と
懸
隔
が
あ
る
が
、
宝
徳
本
系
で
は
、

其
次
信
濃
国
住
人
根
井
大
野
太
進
出
て
、
軍
の
陳
を
は
、
破
軍
星
の
者
こ
そ

破
な
れ
、
の
け

く
殿
原
、
此
門
追
破
覧
と
て
、
か
け
て
入
所
を
、
首
藤
九

郎
よ
引
て
、
放
矢
に
、
胸
板
射
さ
せ
て
落
ニ
け
り
（
宝
徳
本
巻
中（
（3
（

「
白
河
殿

攻
め
落
と
す
事
」）

と
、大
弥
太
に
果
敢
な
突
撃
を
試
み
さ
せ
て
ゐ
る
が
、「
破
軍
星
」
の
生
ま
れ
と
は
、
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妙
見
信
仰
と
の
関
連
を
窺
は
せ
、
且
つ
物
語
独
自
の
形
象
と
言
ふ
に
は
不
十
分
で

あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
伝
承
を
取
り
込
ん
だ
と
思
は
れ
る（

（3
（

。

　

多
様
な
観
点
か
ら
滋
野
氏
の
管
理
伝
承
の
存
在
を
推
定
し
た
福
田
晃
氏
の
論（

（4
（

を

承
け
、
砂
川
博
氏
は
、
根
井
一
族
の
軍
功
称
揚
の
語
り
が
存
在
し
た
と
す
る（

（4
（

。
何

分
、
中
世
の
同
氏
の
氏
族
伝
承
の
実
態
は
、
史
料
が
少
な
い
為
、
明
ら
か
に
し
難

い
の
だ
が
、
天
理
大
学
図
書
館
蔵
の
天
文
五
年
本
銘
尽
（
備
前
）
に
、

　
　

国
包
〔
一
条
院
御
宇
、
八
幡
殿
奥
向
時
根
井
太
郎
帯（

（4
（

〕

と
、
八
幡
太
郎
義
家
迄
、
関
係
を
遡
ら
せ
る
伝
承
が
あ
る
所
を
見
る
と
、
諏
訪
祝

同
様（

（4
（

、
源
氏
と
の
由
緒
を
主
張
す
る
後
世
の
付
会
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
は
戦
国
時
代
の
銘
尽
に
の
み
見
え
る
記
事
だ
が
、
更
に
歴
史
的
な
問
題
を
言

ふ
な
ら
ば
、
信
濃
武
士
と
牧
の
関
係
か
ら
、
中
信
の
武
士
の
騎
兵
力
を
義
仲
軍
の

強
み
と
見
る
見
解
が
あ
る
が（

（4
（

、
同
時
に
滋
野
氏
が
射
芸
に
通
じ
て
ゐ
た
事
を
指
摘

出
来
る
。
滋
野
一
族
の
海
野
幸
氏
や
、
中
信
の
藤
澤
清
親
・
望
月
重
隆
（
更
に
は

金
刺
盛
澄
）
が
幕
府
の
流
鏑
馬
役
を
務
め
る
事
は
明
ら
か
で
あ
つ
た
が（

（4
（

、
信
濃
滋

野
氏
の
一
族
が
、
鎌
倉
時
代
京
都
の
新
日
吉
社
小
五
月
会
で
流
鏑
馬
役
を
務
め
た

事
が
分
か
る
。『
民
経
記
』
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
五
月
九
日
条
に
、

　
　

射
手　

滋
野
名
木
七
郎　
信
乃
住
人
（
大
日
本
古
記
録
）

ま
た
『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
五
月
九
日
条
に
、

　
　

一
番
相
撲
守
重
時
朝
臣

　
　
　

射
手　

逸
見
四
郎
源
義
利

　
　
　

的
立　

桜
井
左
衛
門
尉
滋
野
宗
平
（
史
料
纂
集
）

と
あ
り
、
信
濃
の
滋
野
一
族
と
し
て
良
い
が（

（4
（

、
滋
野
一
族
が
代
々
騎
射
芸
に
長
じ

て
ゐ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
古
い
時
期
の
滋
野
一
族
の
武
功
伝
承

の
発
掘
が
必
要
と
な
ら
う
。

　

結
句
、
不
明
点
が
多
い
の
だ
が
、『
平
家
』・『
保
元
』
の
根
井
幸
親
像
の
形
成
は
、

物
語
の
成
立
・
展
開
を
考
察
す
る
上
で
、
看
過
出
来
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
　
注

（
１
）
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
２
）
文
明
本
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
に
よ
る
。
島
原
本
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

同
。
山
田
に
該
当
す
る
『
平
家
』
の
山
田
二
郎
重
広
の
実
在
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
溢
れ
源
氏
考
証
（
上
）」（『
米
沢
国
語
国
文
』
二
十
九
、平
成
十
二
年
六
月
）
参
照
。

（
３
）『
玉
葉
』
治
承
五
年
七
月
一
日
条
（
図
書
寮
叢
刊
）。

（
４
）
例
外
は
千
野
光
弘
で
あ
る
が
、
同
人
へ
の
関
心
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「『
平
家
物
語
』「
千
野
光
弘
最
期
」
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
米
沢
国
語
国
文
』

四
十
四
、
平
成
二
十
七
年
十
月
）
で
考
察
し
た
。

（
５
）
長
門
本
同
（「
」
な
し
）。
四
部
合
戦
状
本
巻
五
で
も
「
彼
国
大
名
ニ 

授
ア
ツ
ヽ
ク

下

根
ノ
井
ノ
大
郎
滋
野
幸ユ
キ

親
於
此
養
君
木
曽
御
曹
司
上
ヲ
」
と
あ
る
。
長
門
本
は
福
武

書
店
刊
本
、
四
部
合
戦
状
本
・『
源
平
闘
諍
録
』
は
汲
古
書
院
刊
に
よ
る
。

（
６
）
砂
川
博
氏
『
平
家
物
語
の
形
成
と
琵
琶
法
師
』
第
二
編
第
二
章
「
木
曽
軍

団
と
東
国
武
士
団
」（
平
成
十
三
年
十
月
、
初
出
同
十
年
十
月
）

（
７
）『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
滋
野
」・「
信
州
滋
野
氏
三
家
系
図
」。
続
群
書
類

従
に
も
収
め
る
。

（
８
）『
平
家
物
語
研
究
辞
典
』「
根
井
小
弥
太
」（
松
尾
葦
江
氏
執
筆
、
昭
和

五
十
三
年
三
月
）・
水
原
一
氏
注
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語　

中
』（
昭

和
五
十
五
年
四
月
）

（
９
）
慶
長
古
活
字
本
（
勉
誠
社
刊
）
に
よ
る
。
蓬
左
本
（
汲
古
書
院
刊
）
大
略
同
。

（
10
）
長
門
本
同
。『
盛
衰
記
』
巻
二
十
七
「
頼
朝
追
討
庁
宣
」
で
は
「
城
太
郎
平
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資
職
」
と
す
る
。
四
部
本
で
は
「
平
」
な
し
。

（
11
）
南
都
本
・『
盛
衰
記
』
で
は
、「
豊
嶋
（
ノ
）
冠
者
」
と
あ
る
。
注
（
２
）

の
拙
稿
参
照
。

（
12
）
延
慶
本
三
本
「
沼
賀
入
道
与
河
野
合
戦
事
」・『
盛
衰
記
』
巻
二
十
六
「
通

信
合
戦
」
で
は
、「
河
野
介
通
清
」
と
す
る
。
ま
た
四
部
本
巻
六
「
怒
何
入
道
河

野
合
戦
」
で
は
、
河
野
通
清
の
戦
が
再
説
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
伊
与
国
住
人

河
野
介
通
清
」
と
あ
る
。

（
13
）
元
和
古
活
字
本
（
国
会
図
書
館
蔵
本
の
電
子
公
開
）
に
よ
る
。
内
閣
文
庫

蔵
写
本
（
電
子
公
開
）
同
。
前
田
本
は
「
仁
科
次
郎
盛
朝
」
と
す
る
（
日
下
力
氏

他
『
前
田
家
本　

承
久
記
』
に
よ
る
）。

（
14
）
物
語
で
は
、
武
者
の
名
乗
に
姓
が
挙
げ
ら
れ
る
例
を
指
摘
出
来
る
。
例
へ

ば
覚
一
本
巻
九
「
木
曾
最
期
」
で
、

昔
は
き
ゝ
け
ん
物
を
、
木
曾
の
冠
者
、
今
は
見
る
ら
ん
、
左
馬
頭
兼
伊
予
守
、

朝
日
の
将
軍
源
義
仲
ぞ
（
延
慶
本
・『
盛
衰
記
』・
四
部
本
・『
源
平
闘
諍
録
』
同
）

と
あ
り
、
今
井
兼
平
の
名
乗
り
で
、

聞
ケ
ム
物
ヲ
今
ハ
ミ
ヨ
、
木
曽
殿
ニ
ハ
乳
母
子
、
信
乃
国
住
人
木
曽
中
三
権
守
兼

遠
カ
四
男
、
今
井
四
郎
中
原
兼
平
、
年
ハ
三
十
二
（
延
慶
本
五
本
「
義
仲
都

落
ル
事
付
義
仲
被
討
事
」。
長
門
本
・『
盛
衰
記
』・
四
部
本
・『
闘
諍
録
』
傍
線
な
し
）

と
あ
る
。
四
部
本
で
は
、

木
曽
手
信
濃
国
住
人
手
塚
太
郎
光
守
云
者
追
懸
真
守
、
誰
ソ
ヤ
只
一
人
残
リ
戦

コ
ソ
、
心
悪
ケ
レ
、
名
乗
ヤ
〻
々
レ
、
是
ク
申
、
信
濃
国
住
人
手
塚
大
郎
金ナ
サ
シ刺
光

守
名
乗
リ
懸
（
巻
七
「
実
盛
最
期
」）

や
、
巻
九
「
梶
原
二
度
懸
」
で
も
「
武
蔵
国
住
人
私シ

党
中
、
河
原
太
郎
私
隆
直
」

と
名
乗
る
。
ま
た
、

清
和
天
皇
九
代
の
御
末
、
六
孫
王
七
代
の
末
孫
、
摂
津
守
頼
光
か
舎
弟
、
大

和
守
頼
信

（
マ
マ
）か
四
代
の
後
胤
、
中
務
丞
頼
治
か
孫
、
下
野
権
守
親
弘
か
子
に
、

宇
野
七
郎
源
の
親
治
と
て
（
慶
長
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
巻
上
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
太
山
寺
本
『
曾
我
物
語
』（
汲
古
書
院
の
影
印
）
で
、
曾
我
兄

弟
が
工
藤
助
経
を
討
取
つ
た
後
の
名
謁
に
、

と
を
か
ら
ん
人
は
音
に
も
き
け
、
ち
か
か
ら
ん
物
ハ
目
に
も
見
よ
、
い
つ
の

国
の
ち
う
人
、
い
と
う
の
次
郎
す
け
ち
か
ゝ
ま
こ
、
曽
我
十
郎
助
成
・
お
な

し
き
五
郎
時
宗
、
兄
弟
二
人
し
て
、
お
や
の
か
た
き
、
御
屋
形
の
く
ち
に
し

て
、
一
家
の
く
と
う
さ
へ
も
ん
の
せ
う
、
平
の
す
け
つ
ね
を
討
と
り
て
、
御

前
を
い
つ
る
そ
（
巻
九
「
す
け
つ
ね
う
ち
た
る
事
」）

と
あ
る
事
を
見
る
に
、
義
仲
の
場
合
も
さ
う
だ
が
、
改
ま
つ
た
名
乗
り
の
意
が
あ

る
と
解
釈
可
能
で
、
実
際
の
名
乗
り
で
も
有
り
得
た
か
。

（
15
）
長
門
本
ａ
な
し
、ｂ
「
小
弥
太
」、ｃ
な
し
。『
盛
衰
記
』ａ
な
し
、ｂ
「
四
郎
」、

ｃ
な
し
。
ｄ
「
是
三
人
ハ
四
天
王
ニ
員
ヘ
ラ
レ
テ
一
二
ノ
者
也
ケ
レ
ハ
義
仲
ト
同

ク
懸
ラ
レ
タ
リ
」
と
す
る
。

（
16
）『
吾
妻
鏡
』
同
二
十
六
日
条
に
も
「
忠
直
・
兼
平
・
行
親
等
首
」
と
あ
る
。『
百

錬
抄
』
同
日
条
で
は
「
此
外
字
根
井
・
今
井
・
樋
口
等
」
と
す
る
。

（
17
）
拙
稿
「
我
観
義
経
戦
記
」（『
国
語
国
文
』
七
十
四
ノ
七
、平
成
十
七
年
七
月
）

に
紹
介
し
た
。

（
18
）
小
城
鍋
島
本
で
は
「
高
梨
ノ
冠
者
・
今
井
四
郎
・
楯
六
郎
・
祢ネ

井イ

小コ

野ヤ

太タ

・
長
瀬
判
官
」
と
す
る
（
汲
古
書
院
刊
、
百
二
十
句
本
同
〔
汲
古
書
院
刊
の
斯

道
文
庫
本
の
影
印
〕）。
中
院
本
で
は
傍
線
が
井
上
九
郎
と
な
る
（
三
弥
井
書
店
刊

『
校
訂
中
院
本
平
家
物
語
』）。
文
禄
本
は
「
井
上
ノ
九
郎
・
高
科
ノ
冠
者
・
長
瀬

判
官
代
・
樋
口
・
今
井
也
」（
複
刻
日
本
古
典
文
学
館
の
影
印
）
と
す
る
。
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（
19
）
蓬
左
本
は
ｘ
「
方ハ
ウ
ト
ウ等
」、
ｙ
「
弥ヤ

太
郎
」
と
す
る
。

（
20
）
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
勧
修
寺
本
に
よ
る
。

（
21
）『
玉
葉
』
元
暦
元
年
正
月
十
九
日
条
。

（
22
）『
玉
葉
』
寿
永
二
年
十
月
九
日
条
。
服
部
幸
造
氏
『
語
り
物
文
学
叢
説
―
聞

く
語
り
・
読
む
語
り
―
』
第
四
章
三
「
信
太
三
郎
先
生
義
憲
」（
平
成
十
三
年
五
月
、

初
出
昭
和
五
十
年
二
月
）
参
照
。
以
下
、
服
部
氏
論
と
略
。

（
23
）
陽
明
文
庫
蔵
『
除
目
旧
例
』「
直
廬
初
除
目
被
任
死
欠
并
服
者
例
」。

（
24
）『
玉
葉
』
元
暦
元
年
正
月
二
十
日
条
。

（
25
）
拙
稿
「
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
」（『
山
形
県

立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
二
十
七
、
平
成
十
二
年
三

月
）
に
当
該
部
を
翻
刻
。

（
26
）『
平
家
物
語
の
批
判
的
研
究
』中
、六
二
九
～
六
三
〇
頁
、七
二
八
・
七
八
六
頁
。

（
27
）
注
（
17
）
の
拙
稿
。

（
28
）「『
平
家
物
語
』「
堂
衆
合
戦
」
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
六
十
五

ノ
四
、
平
成
八
年
四
月
）・「『
平
家
物
語
』「
頼
朝
義
仲
不
和
」
の
成
立
に
つ
い
て
」

（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
二
十
五
、
平
成

十
年
三
月
）

（
29
）
拙
稿
「
矢
田
判
官
代
在
名
・
大
夫
房
覚
明
前
歴
」（『
米
沢
史
学
』
十
七
、

平
成
十
三
年
十
月
）

（
30
）
服
部
氏
論
。
四
部
本
で
も
こ
の
後
に
も
「
三
郎
先
生
義
憲
」（
巻
十
二
「
行

家
義
憲
最
期
」）
と
あ
る
。
義
憲
と
義
広
を
別
人
と
す
る
の
は
延
慶
本
巻
頭
源
氏

系
図
も
同
じ
だ
が
（
但
し
脇
書
は
、
義
広
に
「
三
郎
先
生
」、
義
憲
に
「
美
乃
守
」

と
あ
る
）、
中
世
清
和
源
氏
系
図
で
も
『
渋
川
系
図
』（
拙
稿
「『
渋
川
系
図
』
の

成
立
と
そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
（
下
）」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学

附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
八
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）・
林
泉
本
（
拙

稿
「
上
杉
博
物
館
蔵
林
泉
文
庫
旧
蔵
『
源
姓
系
図
』
の
特
徴
に
つ
い
て
」（『
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
十
二
、平
成
二
十
八
年
十
二
月
）・
長
禄
本
『
剣

巻
』
所
収
系
図
（
彰
考
館
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
紙
焼
写
真
）
で
、
両
名

を
挙
げ
る
。『
保
暦
間
記
』
で
は
、
建
久
九
年
の
記
事
と
し
て
、
頼
朝
を
脅
か
し

た
亡
霊
と
し
て
、「
義
広
・
義
経
・
行
家
已
下
ノ
人
々
現
シ
テ
」
と
し
て
、
改
名

後
の
諱
が
記
さ
れ
る
が
、
真
名
本
『
曾
我
物
語
』
巻
三
で
は
「
三
郎
先
生
義
兼
」

と
あ
り
、
仮
名
本
で
も
「
志
多
の
三
郎
先
生
」（
彰
考
館
本
巻
三
「
か
ま
く
ら
の

家
の
事
」）
改
名
・
任
官
が
反
映
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

（
31
）
中
島
俊
司
氏
校
訂
本
に
よ
る
。

（
32
）『
平
家
』
で
は
「
大
力
ノ
ツ
ヨ
弓
」
の
南
都
の
悪
僧
永
覚
が
、
同
様
の
重
ね

着
を
す
る
（
延
慶
本
二
末
「
南
都
ヲ
焼
払
事
」）。

（
33
）
蓬
左
本
ｚ
を
「
舌シ

タ

ふ
り
」
と
す
る
。

（
34
）
前
掲
四
部
本
や
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
九
月
四
日
条
に
「
木
曾
冠
者
為
平

家
追
討
上
洛
、
廻
北
陸
道
、
而
先
陣
根
井
太
郎
至
越
前
国
水
津
、
与
通
盛
朝
臣
従

軍
、
已
始
合
戦
云
々
」
と
あ
る
。

（
35
）
本
文
が
近
い
百
二
十
句
本
で
、「
祢
井
ノ
大
野
太
滋
野
幸
親
」
と
し
、
小
城

鍋
島
本
で
「
祢
ノ
井　

小
野　

太
茲
野
幸
親
」
と
す
る
。

（
36
）『
盛
衰
記
』
で
は
、「
根
井
小
弥
太
行
近
」（
巻
二
十
九
「
平
家
落
上
所
々
軍
」）

と
す
る
一
方
、
前
掲
の
通
り
宇
治
川
合
戦
で
は
大
弥
太
と
し
て
、
一
方
、
洛
中
の

合
戦
に
は
幸
親
が
討
た
れ
た
後
「
根
井
小
弥
太
」（
巻
三
十
五
「
東
使
戦
木
曽
」）

を
登
場
さ
せ
る
。
但
し
蓬
左
本
は
此
処
で
も
「
大
弥
太
」
と
す
る
。

（
37
）内
閣
文
庫
蔵
半
井
本「
根
井
ノ
大
野
太
郎
」（『
半
井
本　

保
元
物
語　

本
文
・

校
異
・
訓
釈
編
』）
と
す
る
が
、
本
文
は
文
保
本
に
同
。
鎌
倉
本
・
京
図
本
系
は
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巻
上「
官
軍
勢
汰
」に「
根
井
大
弥
田（
太
）」と
見
え
る（
鎌
倉
本
は
汲
古
書
院
刊
、

京
図
本
系
諸
本
と
し
て
、
根
津
本
〔
電
子
公
開
〕・
早
大
本
（
早
稲
田
大
学
蔵
資

料
影
印
叢
書
『
軍
記
物
語
集
』）・
京
図
本
〔
電
子
公
開
〕・
竜
大
本
〔
電
子
公
開
〕

参
照
）。

（
38
）
次
の
陽
明
甲
本
共
に
陽
明
叢
書
に
よ
る
。
東
大
国
語
研
究
室
本
同
（
東
京

大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
『
保
元
記　

平
治
物
語
』）。
鎌
倉
本
・
金
刀
比
羅
本

（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
傍
線
な
し
。
陽
明
甲
本
「
を
射い

」・
京
師
本
「
お
い
」（
汲

古
書
院
刊
の
影
印
）・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
宝
玲
本
傍
線
「
射
」（
電
子
公
開
）、

九
州
大
本
傍
線
「
い
」（
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
）、
九
条
本
「
を
打う

ち

」（
日

本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
に
よ
る
。
杉
原
本
同
〔
汲
古
書
院
刊
の
影
印
〕）
と
す
る
。

（
39
）
頼
長
を
自
身
が
射
た
と
慈
円
に
語
つ
た
源
重
貞
は
、「
カ
イ
ナ
ヲ
カ
キ
出
シ

テ
、
七
星
ノ
ハ
ヽ
ク
ロ
ノ
カ
ク
候
テ
、
弓
矢
ノ
冥
加
一
度
モ
フ
カ
ク
候
ハ
ズ
」
と

し
て
ゐ
る
（『
愚
管
抄
』
巻
四
、
文
明
本
に
よ
る
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
北
斗
七
星
信

仰
と
武
勲
と
の
関
係
が
あ
つ
た
事
が
分
か
る
。
ま
た『
平
家
打
聞
』第
五
巻
に「
幸

親
者
、
滋シ

ケ

野
ノ
天
皇
御
末
」（
島
原
市
松
平
文
庫
本
の
電
子
公
開
）
と
す
る
独
自

の
伝
承
の
あ
つ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。

（
40
）『
神
道
集
説
話
の
成
立
』
第
二
編
第
四
章
「
甲
賀
三
郎
譚
の
管
理
者
（
三
）

―
信
州
滋
野
氏
と
巫
祝
唱
導
―
」（
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
初
出
昭
和
三
十
八
年

十
一
月
・
十
二
月
）

（
41
）『
平
家
物
語
新
考
』
第
二
章
第
二
節
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
義
仲
挙
兵
説

話
」（
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
、
初
出
同
五
十
一
年
五
月
）

（
42
）
拙
稿
「
源
氏
重
代
太
刀
伝
承
二
、三
」（『
米
沢
国
語
国
文
』
四
十
三
、
平
成

二
十
六
年
十
月
）
で
保
井
芳
太
郎
氏
蔵
本
と
し
た
が
、
現
在
、
天
理
図
書
館
所
蔵

（『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録　

和
漢
書
之
部　

第
五
』
に
「
刀
剣
銘
尽
」
と
し
て
掲

出
）。
吉
原
弘
道
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
43
）『
神
氏
系
図
』（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
）・『
諏
訪
大
明
神
縁
起
絵
詞
』

（
古
典
文
庫
『
中
世
神
仏
説
話
集　

続
々
』・『
守
矢
文
書
』「
大
祝
即
位
伝
授
書
三

巻
ノ
内
」（『
諏
訪
史
料
叢
書
』二
十
六
）に
源
義
家
と
の
主
従
関
係
が
言
及
さ
れ
る
。

（
44
）
前
掲
注
（
６
）
砂
川
氏
論
文
参
照
。

（
45
）『
吾
妻
鏡
』
文
治
四
年
二
月
二
十
八
日
・
同
八
月
十
五
日
条
・
建
久
元
年
四

月
三
日
条
・
同
四
年
八
月
十
六
日
条
。

（
46
）『
民
経
記
』
の
天
福
元
年
五
月
九
日
条
に
的
立
を
務
め
た
「
サ
ラ
井
左
衛
門

尉
信
濃
住
人
」
は
桜
井
の
誤
脱
で
、
同
人
か
一
族
で
、
信
濃
の
滋
野
氏
と
し
て
良
い

だ
ら
う
。
信
濃
国
内
に
桜
井
の
地
は
二
か
所
あ
る
。
海
野
庄
内
（
現
、
東
御
市
東

部
町
）
と
、
伴
野
庄
内
（
現
佐
久
市
）
で
あ
る
。
前
者
は
『
大
塔
物
語
』
に
根
津

氏
の
配
下
に
桜
井
の
名
と
し
て
見
え
、
後
者
は
鎌
倉
時
代
に
確
認
出
来
る
（「
大

宮
御
造
栄
之
目
録
」、
共
に
『
新
編
信
濃
史
料
叢
書　

第
二
巻
』
所
収
）。
日
本
歴

史
地
名
大
系
『
長
野
県
の
地
名
』
参
照
。
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